
斜面から水が噴き出す小
石がパラパラ落ちてくる

地面にひび割れがで
きる

山鳴りがする

次
の
よ
う
な
異
常
現
象
が
あ
れ

ば
、
市
や
消
防
へ
ご
連
絡
を
。

地
震
が
一
日
に
何
度
も
発
生
す
る

地
鳴
り
が
す
る

井
戸
水
、
温
泉
の
水
位
や
温
度
な

ど
が
い
つ
も
と
違
う

新
し
い
噴
気
、
地
温
の
上
昇
、
地

割
れ

草
木
の
立
ち
枯
れ
、
動
物
の
異
常

行
動

な
ど

桜島の爆発・降灰桜島の爆発・降灰

南
岳
山
頂
火
口
と
昭
和
火
口
か
ら

半
径

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
は
立

ち
入
り
禁
止
区
域
で
す

強
風
時
に
は
風
下
側
で
火
山
れ
き

（
小
石
）が
飛
ん
で
く
る
こ
と
が
あ

り
、
注
意
が
必
要
で
す

降
灰
が
多
く
な
る
と
、
日
光
が
さ

え
ぎ
ら
れ
、
視
界
が
悪
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
降
灰
時
に
車
な

土砂災害の前兆現象

安心安全特集号かごしま 市民のひろば年 月 安心安全特集号

万が一に備えて

武力攻撃やテロなどから身を守る
万が一に備えて

鹿児島市国民保護計画で、本市は国や県、
他市町村、放送・運送業者などの関係機関と
連携しながら、
避難・救援・
被害の最小化
などの国民保
護措置を的
確、迅速に実
施することと
しています。
市民の皆さんへのお願い
身の回りで武力攻撃災害の兆候や、不審な
人物や現象に気付いたら、市役所、警察署、
消防署、海上保安庁にご連絡を

警察 番 消防 番
海上保安庁（海上での事件・事故） 番

【安心安全課 】

警察 番 消防 番
海上保安庁（海上での事件・事故） 番

、

図図

こ
れ
ま
で
の
主
な
噴
火
活
動
は

表
の
、
最
近
の
警
戒
レ
ベ
ル
の
推

移
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
。

月

日
現
在
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は

で

す
。火

山
噴
火
予
知
連
絡
会
は
、

昭

和
火
口
の
噴
火
活
動
は
平
成

年
の

噴
火
以
降
、
次
第
に
活
発
化
し
て
い

る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
京
都
大
学
火
山
活
動
研
究

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と

昭
和
噴
火
や

大
正
大
噴
火
の
よ
う
な
大
規
模
噴
火

の
兆
候
は
見
ら
れ
な
い
が
、今
後
も

表は
グ
ラ
フ
の

建物の耐震診断・耐震

改修を進めましょう

昭和 年 月 日以前

に建てられた木造戸建

住宅の耐震診断・耐震

改修を行う所有者に対

し費用の一部を補助し

ます

【建築指導課 】

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
団
体
へ

の
支
援

市
で
は
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を

行
う
団
体
に
対
し
次
の
よ
う
な
活
動

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
へ
の
パ
ト

ロ
ー
ル
用
品
の
支
給

・
支
給
用
品

帽
子
、ジ
ャ
ン
パ
ー
、

ベ
ス
ト
な
ど（

万
円
以
内
。

団
体

回
限
り
）

・
支
給
要
件

市
内
に
活
動
の
拠
点

が
あ
り
、
人
以
上
で
組
織
さ
れ
、

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を

年
以
上
継

続
的
に
行
う
団
体

水性土のうの配布
水に浸すと膨らみ、応急的な浸水防止に
使用できます
申し込みは町内会単位で河川港湾課へ
雨水貯留・浸透施設
個人住宅に設置する人に対し、市が認め
た経費の 分の を補助します（設置前
に申請が必要）

【河川港湾課 】
がけ地近接等危険住宅移転事業
がけ地崩壊の恐れがある危険な場所で建
築が制限されている区域などにある住宅
を安全な場所に移転する制度です
危険住宅の撤去費用と新たな住宅の建
設・購入のため金融機関から融資を受け
た借入金の利子相当額（限度額あり）が補
助金として交付されます

【建築指導課 】

地
域
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
へ
の
支
援

小
学
校
区
を
単
位
と
し
て
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

な
ど
相
互
の
連
携
や
情
報
の
共
有
を

図
る

地
域
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議

の
設
置
運
営
に
補
助
を
行

い
ま
す
。

補
助
金
額

団
体
当
た
り

万

円
以
内（

年
に

回
。

年
間

を
限
度
）

本
市
で
は
、
大
正

年

の
桜
島
大
爆
発
の
直
後
、

震
度

弱
の
大
地
震
が
起

き
て
い
ま
す
。
地
震
は
い

つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
活

用
や
非
常
持
ち
出
し
品
の

準
備
、
家
族
で
利
用
す
る

避
難
所
を
決
め
て
お
く
ほ

か
、
建
物
の
耐
震
対
策
を

行
う
な
ど
地
震
に
備
え
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

土
砂
災
害
・
洪
水

土
砂
災
害
・
洪
水

降灰除去作業にご協力を
道路などに積もった灰は
ロードスイーパーや散水車
などで迅速に除去するよう
に体制を整えています。路
上駐車の車や看板などの障
害物があると、作業に支障
がでます。作業に気がつい
たら速やかに車を移動させ
るなど、ご協力ください。

本市では、これまで地下壕の状況調査、壕口
封鎖や注意喚起を呼びかける立ち入り禁止
看板の設置などの安全対策を進めています
危険だと思われる壕を発見したときや、倉
庫などとして利用予定のない壕未封鎖の土
地を所有している人は安心安全課へご連絡
を

【安心安全課 】

錦
江
湾
に
浮
か
ぶ

雄
大
な
桜
島
は
鹿
児

島
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
と
同
時
に
世
界
有

数
の
活
火
山
で
す
。

桜
島
は
温
泉
な
ど

の
恵
み
を
も
た
ら
す

一
方
で
、
ひ
と
た
び

活
動
が
活
発
化
す
る

と
大
き
な
被
害
を
与

え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。桜

島
と
共
存
し
て

い
く
た
め
に
、
桜
島

の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

本
市
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
・
水

防
法
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
と
甲
突
川
浸
水
想
定
区
域
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
区
域
や

そ
の
周
辺
の
皆
さ
ん
に
土
砂
災
害

甲
突
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

お寄せください

地下壕
ごう

（防空壕など）の情報

お寄せください

甲甲突突川川雨雨水水第第 ポポンンププ場場のの建建設設現現場場をを視視察察すするる市市長長甲突川雨水第 ポンプ場の建設現場を視察する市長

青
パ
ト
車
導
入
へ
の
青
パ
ト
用
品

の
支
給

・
支
給
用
品

青
色
回
転
灯
、
車
両

用
拡
声
器
な
ど（

万
円
以
内
。

台

回
限
り
）

・
支
給
要
件

市
域
内
を
パ
ト
ロ
ー

ル
す
る
青
パ
ト
隊
で
、
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
を

年
以
上
継
続
的
に
行

う
こ
と
な
ど

青
パ
ト
活
動
へ
の
燃
料
費
補
助

・
補
助
金
額

青
パ
ト

台
当
た
り

年
額

万

円（

年
間

を
限
度
）

が
け
崩
れ
な
ど
の
前
兆
現
象
は
、

図
の
と
お
り
。

大
雨
の
と
き
に
は
、
積
極
的
に
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
電
話（

）、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
天
気
予

報
、
雨
量
、
警
報
な
ど
の
情
報
を
入

手
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
気
象
台
な
ど

か
ら
出
さ
れ
る
土
砂
災
害
警
戒
情
報

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
前
兆
現
象

を
感
じ
た
り
、
避
難
の
呼
び
か
け
が

あ
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
早
め
の
避

難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

図

こ
れ
ま
で
の
噴
火
活
動

と
今
後
の
状
況

注
意
す
る
こ
と

大
規
模
爆
発
の

前
兆
現
象

本
市
は
、
平
成

年
の

・

豪

雨
災
害
の
教
訓
を
も
と
に
、
県
の
甲

突
川
や
新
川
な
ど
の
河
川
改
修
に
合

わ
せ
て
低
地
区
の
浸
水
被
害
の
軽
減

を
図
る
た
め
の
排
水
施
設
の
整
備
な

ど
、
総
合
浸
水
対
策
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
の
整
備
、
学

校
・
公
園
な
ど
へ
の
雨
水
貯
留
施
設

の
設
置
な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

土
砂
災
害
の
前
兆
現
象

総
合
治
水
対
策
へ
の

着
実
な
取
り
組
み

土砂災害・洪水に備える市の助成土砂災害・洪水に備える市の助成

地

震

地

震

地震に備える市の助成地震に備える市の助成

犯
罪
・
事
故
を
防
ぐ

地
域
づ
く
り
を
支
援

犯
罪
・
事
故
を
防
ぐ

地
域
づ
く
り
を
支
援

地
域
を
守
る
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

地
域
を
守
る
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

・
支
給
要
件

台
当
た
り
の
活
動

回
数
が
週

回
以
上
か
年

回
以

上
あ
る
こ
と

ワ
ッ
ト
ま
で
の
電
気
料
全
額

町
内
会
な
ど
の
境
界
路
に

特
設
防
犯
灯
を
設
置

町
内
会
と
町
内
会
の
境
界
に
あ
る

道
路
な
ど
、
設
置
要
件
に
合
う
場
所

に
、
町
内
会
な
ど
の
申
請
に
よ
り
、

市
で
防
犯
灯
を
設
置
し
ま
す（
特
設

防
犯
灯
の
維
持
管
理
は
町
内
会
で

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

防犯教室・交通安全教室
市民の防犯と交通安全の知識・技能の普及、意識
の高揚を図るため、安心安全教育指導員による防犯
教室や交通安全教室を行っています。
対 象 幼稚園、保育園、小学校、老人クラブなど
安心安全アカデミー
地域の自主的な防犯・事故防止、防災などの活動
を推進するリーダーを育成します。
コース 防犯・事故防止、 防災（同時に両コー

ス受講可） 各 回（ 回当たり 時
間。土曜か日曜日に開催）

対 象 地域での防犯、防災などの活動に関心の
ある人

定 員 各 人（超えたら抽選） 来月の 市民
のひろば などで受講者を募集します

安心安全研修会
地域などの団体が実施する防犯や防災、交通安全
に関する研修会などに指導員を派遣します。
詳しくは安心安全課 へ

防
犯
灯
で
明
る
い
ま
ち

防
犯
灯
で
明
る
い
ま
ち

町
内
会
な
ど
が
設
置
す
る
防
犯
灯

へ
の
補
助

設
置
費

・
共
架
式

万
円

・
小
柱
式

万

円

・
明
る
い
照
明
補
助
加
算
（
イ
ン

バ
ー
タ
式
）

円

・
小
柱
の
み
の
取
替

万

円
電
気
料

九
州
電
力
の

レベル 火山活動の状況 防 災 対 応

（避 難）

居住地域に重大な被害
を及ぼす噴火が発生、
または切迫している

危険な居住地域からの
避難

（避難準備）

居住地域に重大な被害
を及ぼす噴火が発生す
ると予想される

警戒が必要な居住地域
での避難の準備、災害
時要援護者の避難

（入山規制）

居住地域の近くまで重
大な影響を及ぼす噴火
が発生、または発生が
予想される

登山禁止や入山規制など
危険な地域への立ち入り
規制。状況に応じて災害
時要援護者の避難準備

（火口周辺
規制）

火口周辺に影響を及ぼ
す噴火が発生、または
発生が予想される

火口周辺への立ち入り
規制

（平 常）
静穏 火口内への立ち入り規

制

（避 難）

（避難準備）

（入山規制）

（火口周辺
規制）

（平 常）

噴火警戒レベルと防災対応

大正 年
（ 年）
大正大噴火

桜島の西側・東側の両山腹から
噴火。
噴煙は高さ

メートル
を超え、火山
灰は遠くカム
チャツカ半島
（ロシア）まで
達した。この
噴火で流出し
た溶岩により、桜島は大隅半島
と陸続きに。爆発時には本市で
震度 弱の大地震が発生。死
者・行方不明者 人。

昭和 年
（ 年）
昭和噴火

桜島の東側から噴火。流出した
溶岩は黒神、有村の海岸まで達
した。

昭和 年
（ 年）
以降の噴火

南岳山頂火口から、長期間にわ
たる噴火。昭和 年には
年間 回以上の爆発を記録。
降灰や火山れき、土石流などに
より市民生活に大きな被害を与
えた。

平成 年
（ 年）
昭和火口から
新たな噴火

昭和噴火時にできた昭和火口か
ら 年ぶりとなる噴火。活動は
徐々に活発化し、今年 月 日の
噴火では市内各地で多量の降灰
を観測。

克灰に取り組みましょう

私道の降灰を除去します
対 象 原則として通り抜けできる幅 以上の道路で簡易
な舗装がなされ路面清掃車の作業に耐えられる道路など

【道路維持課 】

表 近代の主な噴火活動表

克灰袋の配布
一定量以上の降灰があっ
た地域に、 世帯当たり
枚の克灰袋を配布しま

す。袋が不足するときや
地域で降灰除去を行うと
きは、環境衛生課か各支
所、各地域福祉館へ
各家庭の宅地内降灰は克
灰袋に入れて、最寄りの
降灰指定置場へ

【サンサンコールかごしま
】

私たちの住む坂元町は、
山沿いに住宅が密集して
いる地域。崖が多く急傾
斜地崩壊危険箇所に指定
されている場所も多くあ
ります。大雨が降ると崖
が崩れたり、高台なのに
浸水のおそれがある個所
も。また、古くからの町
なので、細い道、行き止
まりになっている道が多
く、いざというときに緊
急車両が入れない道もた

小
中
規
模
の
噴
火
が
繰
り
返
さ
れ

る
こ
と
と
思
わ
れ
、
降
灰
量
は
今
後

昨
年
ま
で
と
比
較
し
て
確
実
に
増
加

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

と
の
こ

と
で
す
。

ど
を
運
転
す
る
と
き
は
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
ま
し
ょ
う

桜
島
の
河
川
で
は
大
雨
な
ど
に
よ

り
上
流
に
た
ま
っ
た
大
量
の
火
山

灰
な
ど
が
土
石
流
と
な
っ
て
下
流

に
押
し
寄
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
雨
が
降
る
と
き
に
は
河
川
に

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

く
り
に
向
け
て
着
実
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

災害に強い家

自宅の耐震改修に
向けて、簡単に診
断が行える 誰で
もできるわが家の
耐震診断 という
リーフレットを建
築指導課に置いて
います
自宅の改修などの参考にご活用くださ
い

【建築指導課 】

グラフグラフ

個人市県民税、国民健康
保険税、介護保険料などの
減免などを行う各種被災者
支援制度があります。詳し
くは わが家の安心安全ガ
イドブック や市ホーム
ページをご覧になるか、サ
ンサンコールかごしま
へ

ご相談ください

自然災害などの被害にあったときは
ご相談ください

青色防犯灯の設置効果
本市では、
平成 年度
に 夜間照
明環境の形
成による安
心安全なま
ちづくりに
関する調査
研究 を行
いました。
青色防犯灯
の設置効果を高めるには、
次のことが必要です。
単に防犯灯の色を青色に
変えるだけでなく、防犯
パトロールなどの防犯対
策と組み合わせる
安心・安全な明るさを確
保する
詳しくは市のホームペー
ジをご覧ください

、

地域の安心・安全のために

正しい知識 技能を身につける
地域の安心・安全のために

安
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ややささししいい目目がが子子どどももたたちちをを見見守守っってていいまますすやさしい目が子どもたちを見守っています

地域の絆
きずな

で災害に備えます

くさんあります。
私たちは、自分た
ちの住む町で考え
られる危険をひろ
いあげ、地図を作
りました。今年こ
の地図をもとに防
災マップを作成し
各世帯に配るつも
りです。
町内には、災害時
要援護者に登録している人は 人ほどいます
が、登録していない元気なお年寄りの方でも、
この坂の多いまちで災害時に一人で避難するの
はとても危険。普段からご近所同士声を掛け合
い、気配りをすることで 地域のつながりを強
め、それを災害の時に生かす 。それが自然な
助け合いにつながっていくと思っています。

坂元町防災会
会長 戸高 成人さん

実際に歩き回って町内の要注
意個所を確認

商店街への補助
降灰除去機購入 購入金額の 分
の 以内（ 台当たり上限 万円）
アーケードの降灰除去 所要経
費の 分の 以内（ 回当たり
上限 万円、 団体当たり年
回まで）
【企業振興課 】
町内会降灰除去機購入費補助
歩道や生活道路の降灰除去に必
要な手押し式降灰除去機を町内
会などが購入するとき、購入費
の 分の （ 台当たり上限
万円）を補助します
【地域振興課 】

防犯と事故防止
高めよう 地域の安心安全力
防犯と事故防止
高めよう 地域の安心安全力
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